
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年 

第 13２号 

掛
合
自
治
振
興
会
で
は
、
昨
年
度
か
ら
『
掛
合

の
い
い
と
こ
ろ
を
再
発
見
し
、
後
世
へ
伝
え
て
い

く
』
と
い
う
目
的
で
「
掛
合
い
い
と
こ
伝
え
隊
」
と

い
う
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

昨
年
度
は
、
狭
長
神
社
と
日
倉
城
址
へ
行
き
い

わ
れ
を
聞
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
釈
智
輪
上
人
堂

へ
行
く
予
定
で
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
野
生

動
物
の
被
害
よ
っ
て
行
く
ま
で
の
道
が
通
れ
な
く

な
り
、
残
念
な
が
ら
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
こ
で
令
和
3
年
度
の
開
催
に
向
け
、
役
員
と

部
員
で
2
月
28
日
（
日
）
に
集
ま
り
、
釈
智
輪
上

人
堂
を
含
む
候
補
地
を
挙
げ
て
い
く
事
に
し
ま
し

た
。 当

日
は
釈
智
輪
上
人
堂
を
は
じ
め
、
掛
合
地
区

内
の
お
寺
や
昔
の
建
物
跡
、
各
自
治
会
に
昔
か
ら

残
る
行
事
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

役
員
や
部
員
も
掛
合
の
事
を
知
っ
て
い
る
人
ば
か

り
で
は
な
い
の
で
、
場
所
を
選
定
し
、
詳
し
い
方

を
探
す
の
は
大
変
な
作
業
で
す
が
、
昔
の
資
料
を

見
た
り
、
高
齢
者
の
方
に
話
を
聞
い
た
り
し
て
情

報
収
集
し
ま
し
た
。
今
後
は
今
回
出
た
も
の
を
よ

く
精
査
し
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

開
催
す
る
際
に
は
、
回
覧
や
告
知
放
送
な
ど
で

皆
さ
ま
に
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
ま
た
お
勧
め
の
場
所
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
教
え
て
頂
け
る
と
喜
び
ま
す
。 

掛
合
い
い
と
こ
伝
え
隊 

 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催 

 

令
和
3
年
2
月
17
日(

水)

、
掛
合
自
治 

振
興
会
福
祉
部
の
令
和
2
年
度
の
総
会
を
行 

い
ま
し
た
。
各
自
治
会
の
福
祉
委
員
と
掛
合 

地
区
の
民
生
委
員
で
構
成
さ
れ
た
福
祉
部
員
、 

総
勢
27
名
で
、
今
年
度
の
事
業
振
り
返
り
と 

来
年
度
の
事
業
検
討
を
し
ま
し
た
。
近
隣
の 

自
治
会
福
祉
委
員
と
民
生
委
員
が
グ
ル
ー
プ 

に
な
り
、
今
年
度
の
事
業
課
題
・
改
善
策
や 

見
守
り
に
関
す
る
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。 

事
業
に
関
し
て
は
「
祭
り
の
時
期
や
農
繁
期
を
避
け
た
日
程
で
事
業
を
行
う
」
な

ど
の
改
善
策
、
そ
の
ほ
か
に
も
「
民
生
委
員
と
福
祉
部
員
の
役
割
の
違
い
を
も
っ

と
知
り
た
い
」
な
ど
様
々
な
意
見
が
飛
び
交
い
、
充
実
し
た
時
間
に
な
り
ま
し

た
。 掛

合
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指
し
て 

 

令
和
元
年
度
、
掛
合
自
治
振
興
会
は
5
年
間
の 

掛
合
地
区
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
地
区
計 

画
は
、「
人
」「
暮
ら
し
」「
環
境
」「
交
流
」
の
4 

つ
の
軸
が
あ
り
、
各
部
会
が
こ
の
計
画
を
基
に
事 

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
福
祉
部
も
同
様
に
、
ま 

め
な
か
ね
訪
問
事
業
や
健
康
・
防
災
ウ
ォ
ー
キ
ン 

グ
な
ど
の
様
々
な
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
そ
う
い 

っ
た
事
業
を
通
し
て
、
福
祉
部
員
を
中
心
に
「
福
祉
」 

と
い
う
言
葉
を
身
近
に
感
じ
る
人
が
増
え
る
こ
と
で 

地
区
住
民
同
士
の
見
守
る
力
が
強
ま
っ
て
い
く
。 

つ
ま
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
掛
合
地
区
と 

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
。 

▲近隣自治会で意見交換の様子 
健康・防災 
ウォーキングの様子 ▶ 

◀ かけや健康・福祉 
まつりの様子 



～ 御寄付 ～ 

令和 2年度掛合小学校卒業生御一同様 

ありがとうございました。大切に使わせて頂きます。 

 

ご卒業おめでとうございます! 

掛合中学校卒業生（3/10） 

 ※佐中の研谷和範さんがドローンで撮影 

掛合小学校卒業生（3/19） 

掛
合
中
学
校
の
３
年
生
７
人
が
（
卒
業
生
）
１２

日
、
緊
急
時
に
備
え
て
必
要
な
情
報
が
書
か
れ
た

紙
を
保
管
し
て
お
く
、
「
緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
」

や
「
啓
蒙
ポ
ス
タ
ー
」「
掛
合
ま
ち
地
区
安
心
マ
ッ

プ
」
を
下
町
自
治
会
に
配
布
し
ま
し
た
。 

 

７
、
８
年
前
に
自
主
組
織
が
、
冷
蔵
庫
内
に
保

管
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
の
キ
ッ
ト
を
配
布
し

ま
し
た
が
、
不
明
に
な
っ
た
り
、
目
立
ち
に
く
い

難
点
が
あ
っ
て
、
中
学
生
が
見
直
し
て
く
れ
ま
し

た
。
（
広
報
紙
2
月
号
に
記
載
） 

 

新
し
い
キ
ッ
ト
は
、
ス
チ
ー
ル
製
の
円
形
容
器

で
、
磁
石
で
冷
蔵
庫
に
取
り
付
け
ら
れ
ま
す
。
ポ

ス
タ
ー
は
「
キ
ッ
ト
探
せ
ば
き
っ
と
助
か
る 

～

命
を
守
る
３
Ｋ
～
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
毎
年
医

療
情
報
の
更
新
を
５
月
に
行
う
こ
と
を
啓
蒙
し
て

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
の
避
難
所
な
ど
が
一

目
で
わ
か
る
安
心
マ
ッ
プ
も
考
案
し
て
く
れ
ま
し

た
。 

中
学
生
が
緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
配
布
！ 

同
時
に
７５
歳
以
上
の
方
に
は
、
外
出
先
で
の
急
病

に
備
え
、
個
人
情
報
が
書
か
れ
た
カ
ー
ド
を
持
ち
歩

け
る
ス
ト
ラ
ッ
プ
付
カ
ー
ド
ホ
ル
ダ
ー
も
お
配
り

し
ま
し
た
。 

 

他
の
自
治
会
に
も
、
配
布
体
制
等
が
整
い
ま
し
た

ら
お
届
し
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
記
入
と
設
置
を
お
願

い
し
ま
す
。 

尚
、
前
に
お
配
り
し
ま
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

の
キ
ッ
ト
は
、
各
ご
家
庭
で
処
分
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
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「掛合診療所で総合診療 始まります！」 
雲南市立病院 地域ケア科 太田龍一 

今月のテーマは「総合診療」についてです。 

掛合診療所で数年間働かせていただく中で、よく聞く患者さんからの声で以下のようなものがありました。 

「内科以外は診てもらえないですか？」診療所に対するニーズとして、とても大切な質問だと思いました。 

そこで、四月から掛合診療所で、総合診療を始めることになりました！ 

現在、雲南市立病院では「総合診療」という分野を学んだ医師が育っております。 

総合診療とは、「患者さんが抱える医療的な問題に対して、包括的に対応する」ことを専門とした診療科のこと

で、いわゆる「なんでも診させていただく科」です。 

私自身も総合診療を専門にしている医師の一人で、これまでも今も、内科に限らず、様々な診療科の疾患に関

わらせていただいております。多様な症状に対して、お話を聞かせていただき、診断、治療を行い、高度な加療

が必要な方に関しては、臓器別の専門医に紹介しております。 

地域に根差した診療所として、今後は「どんな症状や疾患の患者さんに対しても対応させていただきたい」と

考えております。 

四月からは内科、外科、整形外科、小児科、耳鼻科、皮膚科などなど日常生活に関 

わるどんな症状でも気になることがありましたら、曜日に限らず、気軽に診療所まで 

電話(62-0135)、または直接相談に来ていただけますと幸いです。 

 

地域の皆様が、気楽に相談し利用できる診療所になれるように努力して参ります 

ので、引き続きご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いします！ 

 

 

天
ち
ゃ
ん
の
防
災
教
室 

第
二
部 

気
象
レ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て 

現
在
気
象
レ
ー
ダ
ー
は
、
北
海
道
（
小
樽
市
）

か
ら
沖
縄
（
石
垣
市
）
ま
で
全
国
20
か
所
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
レ
ー
ダ
ー
に
は
電
波
の
送
受
信
に

必
要
な
ア
ン
テ
ナ
が
あ
り
、
そ
の
位
置
は
海
抜
55

ｍ
か
ら
1937
ｍ
の
高
さ
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
全

国
を
網
羅
し
て
い
ま
す
。
中
国
地
方
は
松
江
市
三

坂
山
と
広
島
県
呉
市
灰
ガ
峯
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の

レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
の
中
に
は
直
径
4
ｍ
の
ア
ン

テ
ナ
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
発
信
さ
れ
る
電
波
は
300

㎞
先
ま
で
の
雨
粒
を
と
ら
え
、
回
転
す
る
と
そ
の

範
囲
は
600

km
で
す
。 

観
測
は
当
然
国
内
同
時
観
測
で
、
電
波
は
近
く

の
レ
ー
ダ
ー
の
電
波
と
重
な
り
合
う
様
に
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
合
成
さ
れ
、
様
々

な
方
法
で
正
確
に
皆
様
へ
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
球
は
円
形
で
そ
の
曲
率
は
か
な
り
き
つ
く
、
三

坂
山
（
５３３
ｍ
）
か
ら
で
も
35

km
先
の
海
面
上
で

は
電
波
の
到
達
高
度
は
0
ｍ
で
す
。
そ
れ
か
ら
先

は
0
ｍ
よ
り
高
く
な
り
、
低
い
雨
粒
は
見
え
な
く

な
る
の
で
す
。 

雨
雲
は
気
象
衛
星
で
も
位
置
や
動
き
等
は
あ

る
程
度
分
か
り
ま
す
が
、
レ
ー
ダ
ー
デ
ー
タ
の
資

料
が
細
か
い
内
容
が
多
く
正
確
で
す
。
前
線
や
低

気
圧
に
付
随
し
て
、
雨
雲
の
盛
衰
や
移
動
状
況
等

が
判
り
身
近
な
防
災
情
報
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

海
辺
に
近
い
処
で
は
波
の
反
射
も
出
ま
す
。
大
気

の
状
態
の
関
係
で
異
常
伝
搬
の
エ
コ
ー
も
出
ま

す
。
ド
ー
ム
の
表
面
の
雨
滴
な
ど
デ
ー
タ
の
品
質

管
理
や
、
山
岳
施
設
の
機
材
は
勿
論
、
観
測
環
境
や

庁
舎
管
理
等
も
必
要
で
す
。 

昭
和
38
年
の
豪
雪
や
39
年
の
梅
雨
末
期
の
豪
雨

で
、
雲
南
市
加
茂
町
付
近
は
土
砂
災
害
と
河
川
氾
濫

で
人
的
被
害
（
109
人
）
や
家
屋
被
害
等
未
曾
有
の
大

災
害
に
合
い
、
以
前
か
ら
気
象
レ
ー
ダ
ー
の
必
要
性

が
求
め
ら
れ
る
中
、
以
前
か
ら
冬
季
の
雪
雲
や
梅
雨

末
期
の
大
雨
に
山
陰
に
も
絶
対
に
レ
ー
ダ
ー
が
必

要
と
の
認
識
が
強
ま
り
、
気
象
庁
で
は
随
時
全
国
に

展
開
す
る
と
い
う
運
び
に
な
っ
て
行
き
ま
し
た
。 

全
国
各
地
の
候
補
地
選
び
で
は
、
山
陰
は
島
根
半

島
の
三
坂
山
付
近
が
良
く
、
周
囲
は
大
山
が
少
し
電

波
の
障
害
に
成
り
ま
す
が
大
き
な
角
度
で
も
な
く

最
終
決
定
地
と
な
り
ま
し
た
。 

現
地
視
察
の
当
日
は
、
本
庁
の
藤
原
観
測
課
長

(

作
家
の
新
田
次
郎
さ
ん)

、
島
根
県
伊
達
副
知
事

(

後
の
県
知
事)

、
そ
の
他
県
の
職
員
数
名
、
気
象
台

か
ら
は
台
長
以
下
6
名
が
同
行
し
ま
し
た
。 

私
も
山
道
の
案
内
で
雨
中
の
雷
鳴
を
聞
き
な
が

ら
、
コ
ウ
モ
リ
傘
が
使
え
な
い
の
で
番
傘
5
本
と

4
ℓ
の
お
茶
を
背
負
っ
て
同
行
し
ま
し
た
。
当
日

山
上
か
ら
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
松
江
気
象
台
に
連

絡
し
即
座
に
本
庁
へ
連
絡
、
そ
の
返
事
が
お
り
返
し

現
地
に
報
告
（
三
坂
山
に
決
定
）
さ
れ
、
確
認
し
た

一
瞬
で
し
た
。
帰
り
の
枕
木
山
の
山
小
屋
で
の
昼
食

は
仕
出
し
弁
当
で
、
緊
張
の
後
の
空
腹
と
1
本
の

缶
ビ
ー
ル
が
腹
に
沁
み
た
の
が
今
で
も
記
憶
に
残

っ
て
い
ま
す
。 

 

  

掛合診療所医師の一人 

西倉希医師です！ 



  

日 曜 催し物・部活動 教室・サークル 日 曜 催し物・部活動 教室・サークル 

１ 木  ・コール・ヨリージョ １７ 土  ・トールペイント 

２ 金  ・そろばん教室 １８ 日   

３ 土   １９ 月   

４ 日   ２０ 火  
・ケアピラティス 

・そろばん教室 

５ 月   ２１ 水 
・行政相談 

・室内運動教室 
・さざんかの会 

６ 火  
・ケアピラティス 

・ひまわり教室 

・そろばん教室 
２２ 木  

・さわやかクラブ 

・コール・ヨリージョ 

７ 水  ・さざんかの会 ２３ 金 ・自治振興会総会 ・そろばん教室 

８ 木  ・コール・ヨリージョ ２４ 土   

９ 金  
・切り絵同好会 

・そろばん教室 
２５ 日   

１０ 土   ２６ 月   

１１ 日   ２７ 火  
・ケアピラティス 

・ひばり会 

・そろばん教室 

１２ 月   ２８ 水 ・いきいきサロン ・なのはな会 

１３ 火  
・ケアピラティス 

・ひばり会 

・そろばん教室 
２９ 木 ・昭和の日  

１４ 水 ・いきいきサロン ・なのはな会 ３０ 金  ・そろばん教室 

１５ 木  ・コール・ヨリージョ     

１６ 金  ・そろばん教室 
※   は休館日です。 

予定は変更されることがあります。 

その果てを知らず   眉村卓 

エンド・オブ・ライフ 佐々涼子 

元彼の遺言状     荒川帆立 

青春とは、      姫野カオルコ 

もう、聞こえない   誉田哲也 

明け方の若者たち   カツセマサヒコ 

花束みたいな恋をした 坂元裕二 

１９８４年に生まれて ハオジンファン 

愛さなくても別に   武田綾乃 

十の輪をくぐる    辻堂ゆめ 

タイタン       野﨑まど 

かか         宇佐見りん 

ほたる茶屋 千成屋お吟 藤原緋沙子 

写楽とお喜瀬     吉川永青 

陽だまり館からのお知らせ 

芥川賞候補作 

推し、燃ゆ      宇佐美りん 

小隊          砂川文次 

直木賞候補作 

心淋し川      西條奈加 

汚れた手をそこで拭かない 芦沢央 

オルタネート      加藤シゲアキ 

インビジブル      坂上泉 

アンダードッグス   長浦京 

本屋大賞ノミネート作品 

犬がいた季節      伊吹有喜 

お探し物は図書室まで  青山美智子 

この本を盗む者は     深緑野分 

52 ヘルツのクジラたち  町田そのこ 

自転しながら公転する  山本文緒 

八月の銀の雪      伊予原新 

滅びの前のシャングリラ  凪原ゆう 

この本を盗む者は     深緑野分 

野良犬の値段       百田尚樹 

話題の本が入りました！全部で６４冊☆ 

春のぽかぽか陽気の中、のぉ～んびり読書しませんか 

陽だまり館（掛合交流センター内図書室） 

水木土曜）8：30～17：00 

火曜）8：30～19：00・金曜）8：30～19：30 

他多数。。。絵本もあるよ☆ 


